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要約
佐賀県j宮津市上場地域において，健康によい高品盤農産物の開発導入を関るため，ヒヨコマメの栽塙
を試みた。インドにある国際半乾燥熱帯作物研究所(ICRISAT) より導入したヒヨコマメ 10系統を供
試し，北部九州の福岡市および佐賀県西部上場地域において2004年および2005年に栽培した。播穣は
200Mr:5月26日， 8月13日および:2005年3月11日に行った。収穫は2004年5月播種では8月5日，
2005年3月描種では6月27日に行ったが 2004年8月13日括種では出芽直後の連続持雨の路響で立
ち枯れてしまったためできなかった。子実収最は系統によって大きく変奨しう両年平均で10a当り45
~ 117kgで、あり，うち4系統が100kgを超えた。子実収量は栄醤成長期間の長短とは相関関係がなく，
百粒重および茎重とは有意な正の棺|長.JIYtJ係がみられたことから，大粒で生育期間が短し、idl穏を選ぶこと
により，北部九州においても間作として取り入れることが可能で、あると考えられた。しかしながら，ヒ
ヨコマメは耐湿牲に弱し、ため多雨な場合は，立ち枯れが多く発生し，排水のよい闘場，あるいはハウス
内での栽培に適応するのではないかと考えられた。
Summary 
In order to match the request of healthy and high quality food development in the highland 
of Uwaba area of saga prefectureラ northernKyushu of Japan， we tested the cultivation of chick 
pea which a crop grown well in north Indian. Chick pea seeds of ten genotypes provided by 
International Crops Research Institute for the Semi-Arid Tropics (ICRISAT) were sown on 26 
May 2004 in Fukuoka， 13 August 2004 and 11 March 2005 in Kar喝atsu.Al of the genotypes 
could produce the matured pods， except sowing on 13 August 2004， probably because the 
continuous rainfall after emergence caused the plants of al genotypes withered. Seed yield var-
ied from 450 kg to 1170 kg per ha by the average of two years between the genotypes. The 
positive relationships were observed between seed size， stem weight and Seed yield but no sig-
nificant relationship between pod number and seed yield. Therefore， itis possible to get the 
seed yield over 1000 kg per ha by selecting the genotypes with large seed size， however， itis 
also needed to consider about the excessive rainfall and soil moisture for growing chickpea in 
northern Kyushu of Japan. 
35 
緒奮
世界の植物は約30万種類あるが，人間生活に
利用されているのは約1万撞，そのうち栽培され
ているのは数百種にすぎない。また主食として栽
培されているのはわずか30~50種で，生産量か
らみれば，イネ，コムギ，オオムギ， トウモロコ
シ，ダイズの5大作物は全生産量の95%以上を
占めている。生態系維持・環境保全・食品栄養の
バランスのいずれの観点からみても，植物資源を
広く有効に利用することが問われる時代になって
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きた。
一方，佐質県唐津市は，県東南部の佐賀王子野と
違って，海浜に臨んでいるにもかかわらず，農耕
地のほとんどは高台にある。そのため，農業生産
は佐賀市周辺の平塩部の大規模な稲麦作付け体系
とは異なり，畜産，施設関芸が盛んで，露地では
カンショ，パレイショ，タマネギ，ダイコンなど
の「根ものjが中心となっている。
このような農業形態は，上場地域ばかりではな
く，全国的な中山間農業地帯に共通する菌が多い。
こうした地帯では，大規模，省力低コスト，多収
穫など生産性の向上を目指した農業では，広大な
平野部の効率的な生産や，安価な海外農産物との
競争は今後も国難であると考えられる(芝山
1995)。したがって，今後一つ望ましい方向とし
ては，台地の不利な環境条件を克服しながらう安
全でおいしく，きれいで健康によい高品費農産物
の開発であろうと思われる。
ヒヨコマメ (CjcerarIetInumし)は中近東地
域原産とされるマメ科 1年生革本植物である(堀
悶 1989)。その栽培股史は約五千年前からとさ
れており，現在も主に地中海沿岸，中東，インド，
エチオぜアなどで栽培されている。特にインド北
部の半乾燥地帯における栽培規模が最も大きく，
その生産量は約570万トンで世界生産量の約
70%を占めている (PAOSTAT，2004)。ヒヨ
コマメの乾燥樟子には，タンパク質25%，脂質
5%，炭水化物59%，食物繊維1.2%のほか，リ
ン，カルシウム，鉄などのミネラル成分も豊富に
含まれており (Chandraet al. 1984)，それを
摂取することにより，ダイエットなどで動物性タ
ンパク質を控える場合や，穀物に不足がちな必須
アミノ酸を補ってくれる(アルファインターネッ
ト 2005)。主産地のインドでは，ヒヨコマメを
米との炊き込みや，ダルにしてスープやカレーに
入れたりして毎在食べられているが，日本では利
用されることが少なく，わずかにお菓子や高級サ
ラダに入っていることが見受けられる程度である
(前毘 1987，吉田 2000)。しかし，今日の健
康ブームから，その利用方法が確立されれば，確
実に栄養価の高い食品になると考えられる。そこ
で，本研究ではうまず北部九州の佐賀県上場地域
において栽培試験を行い 併せてその利用方法を
考え，日本における導入の可能性について検討し
た。
材料および方法
供試材料はインドにある闇擦半乾燥熱帯作物研
究所(ICRISAT) より分譲された早生のヒヨコ
マメ 10系統であった(表 1)。播種は2004年5
月26日(九州大学農学部実験問場，福両市)， 8 
月13日(佐賀大学海浜台地生物環境研究センタ
ー実験闘場)および2005:年3月11日(佐賀大学
海浜台地生物環境研究センター神田調場)で行いう
栽植様式はいずれも|睦幅30cm，株開10cmであ
り (33本/ば)，施肥は10a当たりマメ化成およ
び苦土石灰それぞれ100kgであった。ヒヨコマメ
は乾燥には非常に強いことが知られているが，第
1および2回目の播種においては降雨量が多い場
合，立ち枯れが部分的に発生し，特に第2回播種
では，栄養成長期に大雨を伴う台風に3回遭遇し，
最終的には収量調査ができないほど大部分の個体
が枯れていた。そのため 2005年3月11日嬬種
では，播種後岡場の上部のみをビニールで覆い，
直接降雨に当らないように工夫した。栽培期間中
は開花期と爽肥大期の2回のみ潅水を行った。収
穫後各品種において中腐な10偶体につき，収量
および収震構成要素について調査した。また 3 ヒ
ヨコマメの利用法を考慮、して，収穫前の未熟英に
表1 供試した苔系統の生育経過
上H芽臼 開花日 調花まで i収穫日
日数
2004年
ICCV-2 6月2日 6月28日 32 8月5臼
ICCV-95334 6月2日 6月3013 34 8月513
ICCY-95423 6fl2日 7月16日 50 8月5日
ICCY-92311 (沿K-2) 6fl2日 6月28日 32 8月5日
ICCV-92337 (JGK-l) 6月2日 7月2日 36 8月5日
ICCV-I0 6月213 7月413 38 8月5日
ICCV-88202 6月2日 6月26日 30 8月513
ICCV-93954(JG-l1) 6月3日 6月2213 26 8fl5日
ICCY-92809 6月2日 6月28日 32 8月5日
ICCコ958 一一.._.Ml旦~---問主!.lJQ.!L..一ーー..~生ー一一ー__M_lï.旦一
2005年
ICCV-2 3月2513 5月213 52 6月27日
ICCV-95334 3月26日 5月5日 55 6月2713
ICCY-95423 3月25日 5月713 57 6月27日
ICCV-92311 (KA十2) 3月26日 5月2日 52 6月27日
ICCV-92337 (JGK-l) 3月25日 5fl2詞 52 6月2713
ICCV山 10 3fl 26 13 5月713 57 6月27日
ICCV-88202 3月26日 5月113 51 6月27日
ICCV-93954 (JGω11) 3月25日 5月1日 51 6月27日
ICCY-92809 3月25日 5月12日 62 6fl27日
ICC吟4958 3月25日 5月10日 60 6月27日
j主)2004年は福岡において5月26日播穣， 2005年は唐津に
おいて3F111a翁種
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ついて，エダマメとの比較において食味試験を行
った。ヒヨコマメの青英を，エダマメの食i床試験
に準じて加熱し，市販のエダマメの食味と比較し
た(上野ら 2000)。なお，パネラーは当研究セ
ンターの教職員および学生の計15名であった。
結集および考察
1 .生育経過
表1には名系統の生育経過を示した。 2004年
では5月下旬の平均気温が約200Cでう出芽まで
の所要iヨ数は約8日であったが， 2005年では3
月中旬の気温が低く (平均約120C) 出芽までに
は約2週開かかった。
開花までの所要日数は2004年では系統によっ
てばらつき，最短ではICCV-93954の約26日，
最長ではICCV-95423の約50日であった。しか
し， 2005年で、は系統間差が小さく 51から62日間
であった。なお，成熟については両年度とも開花
が早い順に英が熟れていき，統一した成熟期の判
断ができなかったため， 2004年では8月58に，
2005年では6丹27自にすべての系統について刈
り取り収穫を行った。したがって，全生育期間は
2004年では71日， 2005年では108日になった。
成長の様子について， 2004年では全体的に開花
までは順調であったが， 7月以降の集中降雨によ
って，立ち枯れ株がかなり発生した。なお 3
2004年8月13日矯種は 出芽直後から 3間の台
風に伴う雨によって開花前までにほとんど全株枯
れていた。このようなことから，ヒヨコマメは耐
湿性には著しく弱く， 1ヨ本の自然降雨量では栽培
が難しいと考えられた。しかし， 2005年では岡
場上部にピ、ニーlレを貼ることによる雨避け栽培し
たところ，生育は全系統順調であった。潅水は
2005年のみ開花期と英肥大期の2困であった。
また，両年とも自立った虫害はみられなく農薬の
散布は全く行わなかった。
2.収量及び収量構成要素
収穫後における各系統の栄養成長諸形質，収量
および収量構成要素は表2に示した通りであっ
た。 2ヵ年の平均で比較すると，主茎長はICC-
4958でもっとも高く (36.4cm) ，次いでICCVω
95334 (35.1cm)の順で， ICCV同 10がもっとも
低かった (27.2cm)。また，主茎節数は18.5か
ら25.6節であり比較的安定的な形質であった。
分校については主茎基部から 2~4本発達したも
のが出現して爽もついたが(表2では有効分枝)， 
上位節からのものには数節しかなく結英もみられ
なかった(表 2 では無効分枝)。茎重は 1.2~2.8
グラムしかなく，小柄な作物であることがわかっ
た。
子実収量は系統によって 10a当り45kgから
117 k gまで大きく変異していたがう同じマメ科
作物であるダイズ、の約250kgに比較していずれの
系統もかなり低収であった。ヒヨコマメにおける
品種改良が進んでらおらず，世界的にも平均収量は
100kg未満の現状で、ある (FAOSTAT，2004)。
今回供試した系統間でばらつきがかなりあること
から，今後註本における栽培には，品種の選択が
かなり重要な要素であると考えられた。そこで，
収量と各生育形質との関係をみると，収量は栄養
成長期間の長短(開花まで日数)および個体当り
英数とは有意な相関関係がみられなく(陸11，2)， 
茎重 (r=0.63， Pく0.05)および百粒重 (r= 
0.77， Pく0.01) との間にはし、ずれも有意な正の
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表2 収穫期における各系統の生育状況および収議関連語形質
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1CCV-88202 2004 30.9 22.1 2.0 1.9 10.2 13.2 2.1 69.7 16. 1 2.2 
2005 28.2 19.2 1.9 0.7 9.3 13.3 2.3 75.9 17.4 0.8 
平均 29.5 20.6 1. 9 1. 3 9.8 13. 2 2.2 72.8 16.7 1. 5 
1CCV-93954 (JG-11) 2004 33.8 26.3 2. 1 3.3 13.9 14.4 2.4 77.6 16.3 2. 2 
2005 31.0 21.7 4.2 1.2 16.7 17.0 3.7 123.3 22.0 1.6 
平均 32.4 24. 0 3. 1 2.2 15.3 15. 7 3.0 100.4 19. 1 1. 9 
ICCV-92809 2004 35.7 24.2 2.5 1. 7 7.8 6.7 0.8 26.4 12.4 2.3 
2005 34.0 26. 8 2.0 0.4 10. 5 13. 1 2.2 72.9 16.9 2. 3 
平均 34.8 25.5 2.3 1.0 9.2 9.9 1.5 49.7 14.7 2.3 
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13.6 14.2 
3.2 106.3 22.4 
3.9 127.1 27.2 
3.5 116. 7 24.8 
2.4 
1.9 
2.2 
注)結実した分校を有効分校，無結実分校を無効分校と数えた。収璽と首粒璽以外は個体当たりの値である。
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高粒重は2ヵ年の平均値である
相関関係がみられた(図3，4)。特にう収量は
百粒重との相関係数が最も高く，英数に制限され
なかったことはうダイズの場合とは逆であった。
これらのことから，初期の栄養成長が速い品種
(早く開花する品種)，また，粒が大きい品種を選
択すればラ北部九州においても比較的短期間で一
定の収量を確保でき，作付け体系の中に組み入れ
やすいのではないかと考えられる。
3.善さやを食用とした場合の禽昧評価
つぎに，ヒヨコマメの利用法について，インド
では，乾燥更をダlレに加工してスープやカレーに
入れたり，粉にして蒸したり油で揚げたりして食
されるが(吉田， 2000)，日本ではそれらの利用
習慣が少なく 3 むしろ未熟のままグリーンピース
や枝豆のように利用できれば，日本人に馴染まれ
やすいのではないかと考えられる。そこでう成熟
期の約2避間前に未熟英を取り，枝豆の加熱法に
準じて約7分間ゆで，流水で冷やした後，市販の
枝買を比較として食昧試験を行った。その結果
(図5)，外観やil昧は枝吏よりやや高いかラ同程
度の評価が得られたが，うまみと硬さは枝豆より
やや劣っていた。今回の食味試験はう l間のみで
あったが，今後，食味と収穫時期や，調理方法と
の関係，あるいはエダマメではなくグリーンピー
スとの比較についても行う必要があると思われ
る。さらに，上場台地におけるとヨコマメの栽培
技術を確立していくとともにう新しい利用方法や，
市場調査についても検討する必要があると)~われ
る。
j主)市販エダマメを3とした場合のli
5 
4 
????
。
外銀 うまみ 硬さ甘み
図5 未熟英をゆでた場合の食妹評髄憧はパネラー
15名の平均である
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